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平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
㈪
、
ハ
イ

ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
於
い

て
、﹁
平
成
二
十
六
年
新
春
講
演
会
・
賀

詞
交
歓
会
﹂
を
開
催
。

新
春
講
演
会
は
、
大
月
税
務
署
長
の
山

岸
正
俊
様
を
講
師
に
招
聘
し
、﹁
仕
事
を

通
じ
て
の
出
会
い
﹂
と
題
し
て
、
三
十
六

年
間
に
及
ぶ
税
務
職
員
と
し
て
の
歩
み
に

つ
い
て
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。

賀
詞
交
歓
会
で
は
、
女
性
部
会
コ
ー
ラ

ス
部
の
清
々
し
い
歌
声
が
場
内
に
響
き
わ

た
り
、
拍
手
喝
采
の
後
開
会
し
、
細
谷
憲

二
会
長
か
ら
、

﹁
地
域
並
び
に
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、

税
務
行
政
へ
の
協

力
・
租
税
教
育
の

充
実
・
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
果
た

す
べ
く
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い

く
﹂
と
年
頭
の
挨

拶
が
あ
り
、
大
月

税
務
署
、
東
京
地

方
税
理
士
会
大
月

支
部
、
大
同
生
命

保
険
、
ア
フ
ラ
ッ

ク
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険

の
方
々
を
来
賓
に

迎
え
、
約
二
百
名

が
新
年
の
ス
タ
ー

ト
を
祝
い
ま
し

た
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
五
日
㈫
、
甲
府

富
士
屋
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
山
梨
県
法
人

会
連
合
会
新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
春
講
演
会
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

歴
史
番
組
に
多
数
出
演
の
歴
史
家
・
作
家

の
加
来
耕
三
氏
が
、﹁
歴
史
か
ら
何
を
学

ぶ
か
﹂
と
題
し
て
講
演
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
横
内
県
知
事

を
始
め
、
東
京
国
税
局
田
島
課
税
第
二
部

長
外
幹
部
、
県
内
各
税
務
署
長
外
幹
部
、

甲
府
・
甲
斐
・
北
杜
・
中
央
各
市
長
、
東

京
地
方
税
理
士
会
、
県
内
経
済
団
体
・
友

誼
団
体
各
代
表
、
福
利
厚
生
制
度
元
請
会

社
等
の
方
々
を
来
賓
に
迎
え
、
県
内
各
法

人
会
役
員
等
が
出
席
、
総
勢
約
三
百
名
が

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。
当
会

か
ら
は
細
谷
会
長
外
二
十
二
名
が
出
席
。

富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会

税
務
研
修
会

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
二
日
㈭
午
後

二
時
よ
り
富
士
急
本
社
三
階
会
議
室
に
於

い
て
税
務
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。当

日
は
来
賓
と
し
て
、
大
月
税
務
署
法

人
課
税
第
一
部
門
か
ら
統
括
国
税
調
査
官

髙
橋
稔
様
、
上
席
国
税
調
査
官
齊
藤
一
朗

様
、
大
月
法
人
会
か
ら
小
笠
原
専
務
理
事

に
ご
出
席
を
頂
き
、
グ
ル
ー
プ
二
十
三
社

五
十
名
の
経
理
担
当
者
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
富
士
急
行
株

式
会
社
取
締
執
行
役
員
経
営
管
理
部
長
和

田
一
成
及
び
髙
橋
統
括
官
よ
り
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
齊
藤
上
席
官

を
講
師
に
四
月
に
改
正
さ
れ
る
消
費
税
、

印
紙
税
の
ほ
か
年
末
調
整
の
注
意
事
項
等

に
つ
い
て
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

終
わ
り
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
活
発

新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会

県
法
連
新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会
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な
質
問
が
相
次
ぎ
、
二
時
間
を
超
え
る
研

修
会
と
な
り
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会
幹
事中

村
 
忠
明

年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金

上
野
原
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付

平
成
二
十
五
十
二
月
十
三
日
、
富
士
レ

ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
し
た
、
青
年

部
会
・
女
性
部
会
合
同
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
に
お
け
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
集
ま
っ
た

収
益
金
十
万
円
を
十
二
月
二
十
六
日
㈮
、

川
上
青
年
部
会
長
、
小
林
女
性
部
会
長
・

鈴
木
・
田
村
両
上
野
原
支
部
長
に
て
、
社

会
福
祉
法
人
上
野
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

県
法
連
事
務
局
研
修
会
議

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
一
日
㈫
、
甲

府
法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
し
、
四
単
位

会
事
務
局
が
出
席
。
研
修
会
議
終
了
後
に

は
、
大
同
生
命
保
険
岩
井
部
長
、
Ａ
Ｉ
Ｕ

保
険
堀
尾
支
店
長
よ
り
福
利
厚
生
制
度
推

進
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
 
題

一
、
平
成
二
十
六
年
度
助
成
金
の
申
請
に

つ
い
て

二
、
甲
府
法
人
会
か
ら
の
山
梨
県
立
入
検

査
を
踏
ま
え
て
の
情
報
提
供

三
、
二
十
六
年
度
の
新
た
な
県
連
事
業

﹁
女
性
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
 
 

︵
シ
リ
ー
ズ
研
修
︶﹂
に
つ
い
て

四
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

関
係
民
間
団
体
長
会

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
㈪
、
大
月
税

務
署
二
階
共
用
会
議
室
に
於
い
て
、
大
月

税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
長
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

議
 
題

一
、
平
成
二
十
五
年
分
確
定
申
告
に
つ

い
て

二
、
各
団
体
か
ら
の
連
絡
事
項

三
、
税
務
署
か
ら
の
連
絡
事
項

四
、
そ
の
他

消
費
税
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
二
十
六
年
三
月
十
一
日
㈫
、
ア
ピ

オ
プ
ラ
ザ
都
留
に
於
い
て
、﹁
消
費
税
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
。
大
月
税
務

署
法
人
課
税
第
一
部
門
審
理
上
席
国
税
調

査
官
齊
藤
一
朗
様
に
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
義
開
始
前
に
、
東
日
本
大
震
災
発
生

か
ら
ち
ょ
う
ど
三
年
を
迎
え
、
犠
牲
者
の

ご
冥
福
と
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
全

員
で
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
主

催
者
を
代
表
し
て
、
志
村
美
貴
代
副
会
長

︵
研
修
委
員
長
︶
と
大
月
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
髙
橋
稔
様

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。



消
費
税
引
き
上
げ
が
目
前
に
迫
る
中
、

八
十
六
名
の
出
席
者
は
、
熱
心
に
聴
講
さ

れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
記
録
的
な
大
雪

の
た
め
開
催
日
及
び
開
催
会
場
を
変
更
し

て
の
開
催
と
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
一
般
の
方
を
含
め
大
勢

の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
て
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
三
十
回
事
務
局
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
六
年
三
月
十
二
日
㈬
、
ハ
イ

ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に
於
い

て
、
全
法
連
主
催
事
務
局
セ
ミ
ナ
ー
が
、

三
十
一
県
連
、
二
百
五
十
六
単
位
会
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
、
一
部
、
二
部
の
各
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
全
法
連
事
務
局
長
、
次

長
、
顧
問
よ
り
各
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
 
第

︵
主
催
者
代
表
挨
拶
︶

全
法
連
専
務
理
事
 
横
山
 
恒
美

︵
第
一
部
︶

﹁
新
公
益
法
人
移
行
後
の
対
応
に
つ
い
て
﹂

①
移
行
後
の
運
営
に
関
す
る
主
な
留
意
点

に
つ
い
て

②
助
成
金
関
係
及
び
定
期
提
出
書
類
に
つ

い
て

︵
第
二
部
︶

﹁
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
提
言
に
向

け
て
﹂

①
取
り
ま
と
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
②
二
十
六
年
度
税
制
改
正
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て

正
副
会
長
会
・
理
事
会
の
開
催

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日
㈫
、
午
前

十
時
・
十
一
時
よ
り
平
成
二
十
五
年
度
第

五
回
正
副
会
長
会
・
第
四
回
理
事
会
を
大

月
法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
項
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
第
三
回
定
時
総
会
は
、
五
月
二

十
日
㈫
午
後
二
時
よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
鐘

山
苑
、
総
会
終
了
後
に
は
、
テ
レ
ビ
朝
日

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
川
村
晃
司
氏
を
講
師

に
招
聘
し
、
特
別
講
演
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
 
事

︵
審
議
事
項
︶

一
、
第
三
回
定
時
総
会
開
催
の
件

二
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
承
認

の
件

三
、
平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算
案
承
認

の
件

四
、
定
款
の
一
部
変
更
の
件

五
、
そ
の
他

︵
報
告
事
項
︶

一
、
前
回
理
事
会
開
催
以
降
の
事
業
報
告

及
び
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の

職
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

三
、
全
法
連
・
県
法
連
功
労
者
表
彰
に
つ

い
て

四
、
そ
の
他

環
富
士
山
交
流
会

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日
㈭
に
富

士
山
を
囲
む
四
法
人
︵
大
月
法
人
会
・
岳

南
法
人
会
・
沼
津
法
人
会
・
三
島
田
方
法

人
会
︶
の
青
年
部
に
よ
る
、
交
流
と
友
好

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
環
富
士
山

交
流
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
参
加
総
数

六
十
四
名
と
多
く
の
青
年
部
会
員
が
ホ
ス

ト
で
あ
り
ま
す
岳
南
法
人
会
の
富
士
宮
の

地
に
集
ま
り
ま
し
た
。
私
ど
も
大
月
法
人

会
青
年
部
か
ら
も
小
佐
野
昇
一
部
会
長
代

行
を
は
じ
め
と
し
ま
す
九
人
の
会
員
で
参

加
致
し
ま
し
た
。

環
富
士
山
交
流
会
は
今
年
が
初
め
て
の

事
業
で
あ
り
、
県
を
越
え
て
の
交
流
事
業

と
し
て
も
お
そ
ら
く
初
め
て
の
こ
と
で
は
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し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
富
士
吉
田
支
部
長
 
浅
沼
歌
子

確
定
申
告
納
税
の
Ｐ
Ｒ

大
月
法
人
会
で
は
、
二
月
十
七
日
㈪
か

ら
三
月
十
七
日
㈪
ま
で
、
大
月
税
務
署
管

内
地
域
を
、
確
定
申
告
と
納
税
期
日
に
つ

い
て
、
広
報
車
で
巡
回
Ｐ
Ｒ
を
い
た
し
ま

し
た
。

女
性
部
会
富
士
吉
田
・
河
口
湖
支
部

合
同
日
帰
り
税
務
研
修
会

二
月
二
十
六
日
㈬
、
吉
田
支
部
十
四
名

河
口
湖
支
部
六
名
の
参
加
で
日
帰
り
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
山
梨
と
静
岡
と
所

轄
の
違
う
法
人
会
で
す
が
、
お
互
い
の
事

業
紹
介
、
ま
た
特
色
な
ど
も
紹
介
し
合
い

情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
非
常
に
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
開
催
し
、
更
に

友
好
と
絆
を
深
め
よ
う
と
最
後
に
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
次
回
開
催
地
は

大
月
法
人
会
で
す
。
多
く
の
会
員
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
部
会
河
口
湖
支
部
長松

浦
 
潤
一

コ
ー
ラ
ス
部

日
帰
り
税
務
研
修
会

初
春
を
迎
え
女
性
部
会
コ
ー
ラ
ス
部
で

は
、
一
月
十
六
日
㈭
東
京
方
面
へ
の
日
帰

り
税
務
研
修
旅
行
を
実
施
。
二
十
名
出
席

い
た
し
ま
し
た
。

往
路
車
中
で
は
、
大
月
税
務
署
上
席
官

に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
税
金
ク
イ
ズ
を

行
い
、皆
さ
ん
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
に
着
き
歌
舞
伎
座
で
の
お
芝
居

は
、
と
て
も
楽
し
く
皆
様
も
喜
ん
で
鑑
賞

し
て
き
ま
し
た
。

充
実
し
た
日
帰
り
研
修
を
計
画
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
役
員
の
皆
様
に
は
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
部
副
部
長
 
石
井
 
清
子

県
法
連
主
催
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

賞
状
・
副
賞
の
贈
呈

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日
㈫
、
県
法
連

主
催
の
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
﹂
に
入
選
さ
れ
た
富
士
吉
田
市
立
下

吉
田
第
二
小
学
校
の
小
学
生
に
賞
状
及
び

副
賞
を
、
そ
し
て
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

も
参
加
賞
を
田
中
校
長
先
生
に
お
届
け
し

ま
し
た
。
同
じ
く
下
吉
田
第
一
小
学
校
で

は
自
発
的
に
応
募
し
て
下
さ
っ
た
作
品
が

優
秀
賞
に
入
り
、
芝
垣
校
長
先
生
か
ら
賞

状
及
び
副
賞
を
渡
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
二
月
七
日
に
は
西
桂
小
学
校
保
坂
校
長

先
生
へ
同
様
に
小
林
女
性
部
会
長
、
小
笠

原
専
務
、
支
部
役
員
で
お
届
け
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
の
﹁
税
を
考
え
る
週
間
﹂

に
合
わ
せ
た
小
学
生
に
よ
る
﹁
税
金
絵

画
・
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
は
、
未
来

の
納
税
者
を
育
て
る
意
味
で
有
意
義
な
租

税
教
室
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
絵
画
、
絵

は
が
き
を
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
児
童
の

皆
さ
ん
、
担
当
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に

は
大
変
お
忙
し
い
中
ご
協
力
頂
き
感
謝
申

(5)

下吉田第二小学校西桂小学校

下吉田第一小学校



(6)

十
日
前
に
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
近

く
降
っ
た
大
雪
が
、
ま
だ
ま
だ
氷
壁
の
よ

う
に
道
の
両
側
に
高
く
積
ま
れ
て
研
修
会

も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
て
雪
国
か
ら
お
江
戸
へ
と
ス

ム
ー
ズ
に
日
帰
り
研
修
会
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

車
中
で
、﹁
世
界
で
も
日
本
で
も
少
し

変
わ
っ
た
税
金
が
存
在
し
ま
す
。
さ
て
、

そ
の
中
で
正
し
い
答
え
は
何
番
で
し
ょ

う
。﹂
と
、
三
択
か
ら
選
ぶ
税
金
ク
イ
ズ

を
致
し
ま
し
た
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
楽

し
い
税
金
ク
イ
ズ
で
し
た
。

東
京
宝
塚
劇
場
百
周
年
の
記
念
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
﹁
眠
ら
な
い
男
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
ー

愛
と
栄
光
の
生
涯
に
ー
﹂
は
、
コ
ル
シ
カ

島
で
生
ま
れ
、
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
島
で
没
す

る
ま
で
の
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ど
波
乱
万

丈
の
生
涯
を
綴
っ
た
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で

迫
力
と
華
麗
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
し
た
。

意
見
交
換
会
は
、
ホ
テ
ル
の
ス
カ
イ
ラ

ウ
ン
ジ
で
浅
草
観
音
様
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

を
暮
色
の
中
に
見
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
発
散
で
楽
し
い
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。
富
士
吉
田
支
部
の

皆
様
に
は
研
修
に
於
い
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
、
早
い
復
興

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
会
河
口
湖
支
部
長
 
外
川
 
桂
子

全
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

平
成
二
十
六
年
三
月
三
日
㈪
、
平
成
二

十
五
年
度
第
三
回
正
副
会
長
会
議
が
全
法

連
会
館
五
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
全
国

よ
り
十
五
名
の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
 
題

一
、
平
成
二
十
五
年
度
女
性
部
会
関
連
事

業
の
総
括

全
国
女
性
部
会
が
各
地
域
の
実
情
に

合
せ
租
税
教
室
、
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
い
ち
ご
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
、
税
の
啓
発
活
動
や
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

二
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶

及
び
予
算
︵
案
︶
に
つ
い
て

三
、﹁
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂

第
九
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
香
川

大
会
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
日
㈭

場
所
は
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

記
念
講
演
講
師
 
宗
 
由
貴
 
氏

演
題
﹁
し
な
や
か
人
間
力
﹂
 

四
、﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
﹂
に
つ
い
て

全
法
連
女
連
協
会
長
賞
十
二
点

各
会
一
点
、
約
三
百
五
十
点
展
示
。

第
十
回
は
平
成
二
十
七
年
四
月
十
六

日
㈭
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
で

開
催
。

記
念
講
演
講
師
 
藻
谷
 
浩
介
 
氏

五
、﹁
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
つ
い

名
の
も
と
、
河
口
湖
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
統
括
官
様
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

わ
か
り
や
す
い
お
話
や
、
確
定
申
告
に
つ

い
て
等
有
意
義
な
研
修
と
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
に
ら
み
、

先
行
き，

懸
念
さ
れ
る
問
題
が
山
積
す
る

中
で
、
我
々
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、
法
人
会

活
動
を
通
じ
て
、
私
達
も
し
っ
か
り
勉
強

し
、
さ
ら
に
お
互
い
を
高
め
て
い
く
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
大
月
副
支
部
長
 
清
水
美
恵
子

女
性
部
会
コ
ー
ラ
ス
部

税
務
研
修
会
・
総
会

平
成
二
十
六
年
三
月
六
日
㈭
、
ま
だ
豪

雪
の
爪
あ
と
が
残
る
中
、
大
月
市
内
﹁
濱

野
屋
﹂
に
於
い
て
、
会
員
二
十
名
の
出
席

の
も
と
、
石
井
清
子
副
部
会
長
の
司
会
進

行
に
よ
り
、
女
性
部
会
コ
ー
ラ
ス
部
総
会

が
開
催
。小
林
余
し
緒
部
会
長
の
挨
拶
と
、

税
務
署
作
成
の
﹁
消
費
税
率
ア
ッ
プ
後
の

商
品
の
価
格
表
示
﹂
等
、
消
費
税
に
関
す

る
資
料
を
用
い
て
研
修
を
行
っ
た
後
、
部

長
佐
波
よ
り
、
今
期
す
べ
て
の
行
事
を
無

事
に
終
え
ら
れ
た
事
に
対
す
ら
感
謝
の
意

を
伝
え
、来
期
の
人
事
に
つ
い
て
提
案
し
、

今
期
役
員
に
加
え
山
口
光
子
さ
ん
を
副
部

て平
成
二
十
六
年
は
実
施
す
る
、
節
電

行
動
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
を
行

う
。

六
、
そ
の
他
今
後
の
日
程
 

役
員
会
 
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
三
日
㈮

協
議
会
 
平
成
二
十
六
年
六
月
四
日
㈬

女
性
部
会
長
 
小
林
余
し
緒

女
性
部
会
上
野
原
・
大
月
・
都
留

三
支
部
合
同
税
務
研
修
会

歴
史
的
な
大
雪
の
爪
あ
と
醒
め
や
ら
ぬ

三
月
四
日
㈫
、
上
野
原
・
大
月
・
都
留
の

女
性
部
会
三
支
部
合
同
研
修
会
が
、
法
人

課
税
第
一
部
門
髙
橋
稔
統
括
官
様
・
齊
藤

一
朗
審
理
上
席
官
様
を
お
迎
え
し
、
小
笠

原
専
務
理
事
同
席
の
中
、
出
席
者
二
十
九



長
と
す
る
こ
と
を
全
員
一
致
で
承
認
。
収

支
決
算
に
つ
い
て
は
、
会
計
の
川
村
真
弓

さ
ん
よ
り
報
告
が
あ
り
、
一
同
承
認
。
恒

例
の
郡
内
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
は
五
月

十
日
、
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
で
開
催
、
抽
選

の
結
果
二
十
六
番
目
の
出
場
に
決
定
し
た

事
と
、
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

部
長
よ
り
報
告
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
石
井
副
部
会
長
の
乾
杯

で
懇
親
会
に
入
り
、
皆
で
未
曾
有
の
大
雪

の
体
験
を
口
々
に
話
し
、
励
ま
し
合
い
ま

し
た
。
午
後
八
時
頃
に
は
閉
会
し
、
会
員

は
そ
の
ま
ま
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
に
向
い
ま

し
た
。

コ
ー
ラ
ス
部
会
長
 
佐
波
 
佳
子

(7)

団
体
長
会
確
定
申
告
Ｃ
Ｍ
撮
影

平
成
二
十
六
年
一
月
十
六
日
㈭

二
名

大
月
法
人
会
館

正
副
会
長
会

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
㈫
 
八
名

大
月
法
人
会
館

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
一
月
十
六
日
㈭
 
十
六
名

大
月
法
人
会
館

広
報
誌
封
入
作
業

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
㈭
 
九
名

大
月
法
人
会
館

税
務
署
新
年
ご
挨
拶

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
㈫
 
八
名

大
月
税
税
務
署

広
報
委
員
会

平
成
二
十
六
年
二
月
五
日
㈬
 
十
二
名

大
月
法
人
会
館



(8)

社会保険ご加入の手続きについてのお願い
公益社団法人大月法人会
会   員   各   位 

日 本 年 金 機 構
大月年金事務所長

陽春の候 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。
年金事業の推進につきましては、日頃からご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、日本年金機構では、平成２２年１月に発足以来、「公的年金業務に対するお客様からの信頼回復」

に向け、鋭意努力しているところでございますが、社会保険（厚生年金保険・健康保険）に加入していな
い事業所に対する適用対策等も急務となっております。
しかしながら、社会保険への加入義務があるにもかかわらず加入していない事業所があり、このことが

制度不信や事業所間の公平性を損なうなどの批判が高まっております。
貴法人会の皆様方におかれましては、制度の趣旨を理解していただき、必ず社会保険に加入手続きをお

取りいただきますようお願いいたします。

お問い合わせ先：大月年金事務所 適用徴収課 電話 ０５５４－２２－５９５８（直通）

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
三
月
十
九
日
㈬
 
四
十
七
名

大
月
法
人
会
館

正
副
研
修
委
員
長
会

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
六
日
㈬

三
名

大
月
法
人
会
館

県
連
理
事
会

平
成
二
十
六
年
三
月
十
九
㈬

五
名

ア
ピ
オ
甲
府

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日
㈭

三
名

大
月
法
人
会
館

平成２６年度普通会費納入のお願い
１．口座振替ご利用の会員：６月１６日（月）にご指定の金融機関口座から振替させていただきます。
２．振込ご利用の会員：別途、振込のご案内をさせていただきます。振込期限６月３０日（月）。



(9)

ｅ－Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ

※ 大月法人会青年部会では、ｅ－Ｔａｘ推進協議会を設けて電子申告・電子納税の積極的な利用を呼び
掛けています。会員の皆様には申告手続きなどに加え、ダイレクト納付を利用した電子納税にもご協力
をお願いします。



(10)

不動産譲渡契約書」及び「建設工事請負契約書」の印紙税の軽減措置の拡充
平成26年4月1日から平成30年3月31日までの間に作成される不動産譲渡契約書及び建設工事請負契約書

に係る印紙税の税率は、印紙税法別表第一第1号及び第2号の規定に関わらず、下表の「契約金額」欄に掲
げる金額の区分に応じ、「軽減税率」欄の金額となります。

「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲の拡大
現在、「金銭又は有価証券の受取書」については、記載された金額が３万円未満のものが非課税とされ

ていますが、平成26年4月1日以降に作成されるものについては、受取金額が５万円未満のものについて非
課税とされることになりました。
【収入印紙を誤って貼ったときは】
印紙税として定められた金額を超えた収入印紙を文書に貼ってしまった場合や印紙税の納付の必要のな

い文書に誤って収入印紙をはってしまったような場合には、所轄税務署長に過誤納となった文書の原本を
提示し、過誤納の事実の確認を受けることにより、印紙税の還付を受けることができます。
「領収証」等のように取引の相手方に交付する文書の場合でも、過誤納の事実の確認を受けるには、過

誤納となった文書の原本を確認する必要がありますので、収入印紙をはる際には誤りのないようにご注意
ください。

契約金額
不動産譲渡契約書   建設工事請負契約書
10万超  50万以下 100万超 200万以下
50万超 100万以下 200万超 300万以下

100万超 500万以下 300万超 500万以下 
500万円超   １千万円以下
１千万円超   ５千万円以下
５千万円超     １億円以下
１億円超    ５億円以下
５億円超     １０億円以下
１０億円超   ５０億円以下

５０億円超

本則税率

４００円
１千円
２千円
１万円
２万円
６万円
１０万円
２０万円
４０万円
６０万円

軽減後の
税率

200円
500円
１千円
5千円
１万円
３万円
６万円
１６万円
３２万円
４８万円

参考
（軽減額）

200円（50％軽減）
500円（50％軽減）
１千円（50％軽減
5千円（50％軽減
１万円（50％軽減
３万円（50％軽減）
４万円（40％軽減
４万円（20％軽減）
８万円（20％軽減
１２万円（20％軽減）

開催年月日
平成26年4月16日
平成26年5月22日

平成26年6月12日

平成26年8月21日

平成26年9月18日

平成26年11月17日

平成27年1月15日

平成27年3月17日

曜日
水
木

木

木

木

月

木

火

説明会会場
大月法人会館
署大会議室

署大会議室

署大会議室

署大会議室

署大会議室

大月法人会館

大月法人会館

対象法人
４月決算法人
５月決算法人
６月決算法人
７月決算法人
８月決算法人
９月決算法人
１０月決算法人
１１月決算法人
１２月決算法人
１月決算法人
２月決算法人
３月決算法人

決算法人説明会
開催年月日

平成26年6月13日

平成26年9月19日

平成26年12月12日

平成27年3月18日

曜日

金

金

金

水

説明会会場

大月法人会館

大月法人会館

大月法人会館

大月法人会館

新設法人説明会
平成26年度  署主催説明会予定表
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城
天
皇
よ
り
三
国
第
一
山
の

称
号
並
に
天
皇
の
御
親
筆
な

る
大
鳥
居
勅
額
、
金
幣
、
破

魔
宝
面
を
奉
納
せ
ら
る
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じ、同じ量では寝付けなくなってしまったり、
過剰摂取につながりやすいこともあるため注意
が必要です

4，眠る前に自分なりのリラックス法、
眠ろうとする意気込みが頭をさえさせる

○軽い読書、音楽、香り、ストレッチなどでリ
ラックス 
○自然に眠たくなってから寝床に就く、眠ろう
と意気込むとかえって逆効果 
○ぬるめの入浴で寝付き良く 

5，目が覚めたら日光を取り入れて、
体内時計をスイッチオン

○同じ時刻に毎日起床＊早起きが早寝に通じる 
○休日に遅くまで寝床で過ごすと、翌日の朝が
つらくなる 

私たちの脳の中には、生活のリズムをコント
ロールする体内時計があることはすでに述べま
したが、日光は、眼を通じて体内時計を刺激し、
一日の行動に適したリズムを作ります。早起き
が早寝に通じることはもちろんですが、目が覚
めたら適度な日光を浴びるようにすると快適な
睡眠の確保につながります。また、雨天・曇天
でも、室内の窓際の方が自然の光を取り入れや
すいことがわかっています。 

6，午後の眠気をやりすごす 

○昼寝をするなら午後３時前の20～30分 
○夕方以降の昼寝は夜の睡眠に悪影響 
○長い昼寝はかえってぼんやりのもと 

私たちの睡眠のリズムとして、午後２時くら
いに眠気が生じることが明らかになっていま
す。長い昼寝や夕方以降の昼寝は夜の睡眠に悪
い影響を及ぼすことが多いため、午後３時前の 
20～30分の短い昼寝でリフレッシュしましょう。

7，睡眠障害は、専門家に相談 

○睡眠障害は「体や心の病気」のサインのこと
がある 
○寝付けない、熟睡感がない、充分眠っても日
中の眠気が強い時は要注意 
○睡眠中の激しいいびき、足のむずむず感、歯
ぎしりも要注意 

なかなか寝付けない、朝起きたときにぐっす 
り眠った感じがない、早朝に目が覚めてしまう、 
睡眠時間は充分なのに日中の眠気が強い、な 
どの症状が続く場合、体や心の病気の症状と 
して睡眠障害が現れていることがあります。一 
人で悩まず、早めに専門医等に相談しましょう。

ウォーキングの効果
有酸素運動の効果の他に「歩く」という

運動ならではの効果もあります。 
●足腰の筋肉が鍛えられる・・・足の筋肉が強くなれ
ば、骨も密度が濃くなり丈夫になります。足腰の筋
肉を鍛えることは、若さを保つ秘訣でもあります。 
●疲労回復が早まる・・・足の筋肉を強化すること
により、足がポンプのような働きをして、静脈血
を速やかに心臓へと送り返せるようになります。
このとき乳酸などの疲労物質も押し流してくれて、
疲れを早く取ることができます。疲労物質（乳酸）
を生じない運動のため、疲れがたまらないのです。 
●ストレス解消になる・・・体を動かすことで、た
まったストレスも発散され、気分転換になります。 
●他に、血糖値を下げ、血中脂肪を消費して動脈硬
化などを予防。活性酸素を減らすなど。 

健康
豆知識
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1，快適な睡眠でいきいき健康生活

○快適な睡眠で疲労回復・ストレス解消・事故
防止 

○睡眠に問題があると、高血圧、心臓病、脳卒
中など生活習慣病のリスクが上昇 
○快適な睡眠をもたらす生活習慣 

定期的な運動習慣は熟睡をもたらします。
高齢者の場合には、夕方の軽い散歩なども効
果的です。朝食は心と体のめざめに重要です。
空腹・満腹のいずれも快適な睡眠を妨げるた
め、夜食を取る場合はごく軽く取りましょう。 

2，睡眠は人それぞれ、日中元気はつ
らつが快適な睡眠のバロメーター

○自分にあった睡眠時間があり８時間にこだわ
らない 
○年齢を重ねると睡眠時間は短くなるのが普通 
○寝床で長く過ごしすぎると熟睡感が減る 

睡眠時間、睡眠パターン等は個人差があり、
特に年齢は大きく影響します。１０歳代では、
８～１０時間、成人以降５０歳代までは、６．
５～７．５時間、６０歳代以上で平均６時間弱
と、一般的に高齢になるほど、必要な睡眠時間
が短くなることが報告されています。 

3，快適な睡眠は、自ら創り出す 

○夕食後のカフェイン摂取は寝付きを悪くする 
○「睡眠薬代わりの寝酒」は、睡眠の質を悪く
する 
○不快な音や光を防ぐ環境づくり、自分にあっ
た寝具の工夫 

就寝の４時間前以降のカフェイン摂取は、寝
付き（入眠）を妨げる傾向があります。また、
「睡眠薬代わりの寝酒」は、眠りが浅くなった
り、断続的になるなど睡眠の質を悪くするとと
もに、続けてアルコールを飲むことで慣れが生

快適な睡眠のための7ヶ条 

よい眠りをつくる
ここからは、健康的なより良い眠りをとるため
の方法について考えてみましょう。厚生労働省
が平成15年に発表した「健康づくりのための
睡眠指針」を元に、睡眠の問題を予防・改善す
るための情報をまとめてみます。自分の生活に
合わせて習慣の見直しや環境づくりを工夫すれ
ば、スムーズに睡眠をとることができるように
なるでしょう。
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